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日本建築学会関東支部では 1963 年から「構造計算のすすめ方」シリーズとして合計 7種類の

テキストを刊行し，2002 年からその後継として「学びやすい構造設計」シリーズとして「鉄筋

コンクリート構造の設計」を発刊し，以降，2012 年 10 月に改訂された「耐震構造の設計」など，

合計 8種類のテキストを刊行しています．

一方，建築材料・工法の分野においても，このようなテキストの発刊が望まれてきました．特

に建築用コンクリートにおいては，2009 年の本会「建築工事標準仕様書・同解説 JASS 5 鉄筋コ

ンクリート工事」の大幅改定に伴う新たな規定や，特別な仕様のコンクリートの扱いなど，社会

的な要求の多様化に対応するためにも，高度化ならびに複雑化してきている状況にあり，解説を

含めると 900 頁を超えている JASS 5 も，その要点を示したテキストの必要性が高くなりました．

このような観点から，JASS 5 などの本会建築工事標準仕様書や指針に対応した「知っておき

たい建築材料・工法」シリーズとして，テキスト「コンクリートの調合と施工」を発刊すること

になりました．

本テキストは，主要な建築材料であるコンクリートを対象としたもので，鉄筋コンクリートに

関わる法令ならびに規格・基準から，鉄筋コンクリート工事，コンクリートの要求品質，調合，

品質管理のための試験方法まで，広範な内容を一冊に盛り込んであります．

この度，関東支部材料テキスト作成委員会委員ならびに執筆者の御努力により，ようやくその

発刊にこぎつけることができました．テキスト作成に関係された皆様にお礼を申し上げるととも

に，このテキストが工事監理者，施工管理者，研究開発に携わる技術者，各種コンクリート専門

業者，さらに，これからコンクリートの勉強を本格的にやろうという学生諸君など，コンクリー

トに関わりのある皆様の少しでもお役に立つことを願う次第です．

2013 年 6 月

日本建築学会関東支部　
支部長　安　達　俊　夫

序



本書は，大学や高等専門学校などで建築材料・工法の基本を習得した後，大学院においてコン

クリートの材料や調合あるいは社会に出てコンクリートの製造や施工法を本格的に学びたい初学

者のために，建築用コンクリートを扱う上で「知っておきたい」ことを分かりやすく示すもので

ある．

近年，コンクリートに関して，施工者は呼び強度とスランプを指定してレディーミクストコン

クリートを発注すれば工場が適当にコンクリートを造ってくれる，設計者は設計基準強度とスラ

ンプを指示すれば施工者がよろしくやってくれるので設計者は詳細な内容は知る必要はないとい

う風潮が見受けられる．しかし，本来は設計者がコンクリートの材料・調合から施工・品質管理

の全般について知っておく必要があり，このテキストでは，むしろ設計者に知っていて欲しいこ

とを書いているというつもりで「知っておきたい建築材料・工法」としてシリーズ化した．

設計者に十分な知識と施工者にコンクリートの製造についての十分な経験があれば，社会的な

要求の多様化に対応して高度化ならびに複雑化してきているコンクリート技術への対応が円滑に

行われるものと思われる．

今回，コンクリート技術を対象としたテキスト「コンクリートの調合と施工」を刊行したが，

今後は仕上げ材料を対象としたテキストを刊行していく予定である．なお，本書の作成において，

本会名誉会員である白山和久先生（筑波大学名誉教授）に監修者として全体を俯瞰して頂き，大

所高所からのみでなく，微に入り細を穿った多くのご意見を賜った．そのことに対し，委員会を

代表してここに厚く謝意を表する次第である．

2013 年 6 月

日本建築学会関東支部　　　　　　
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